
( 1 ) （駒溢錫絹）第214号 あ さ
昭和48年 6月10日
月 刊（毎月10日発行）ひ

T山’11通／＼，）JI，，， ~:t喧院

， ・’1

‘’ 

品
川w
a
－e
e
EV
0・L
KJ
UU

一

一轟
勺
由
一

陣ゐ
｝
一令

可、、

(3) 

下山新馬坂遺跡
下山新jjjM・については、鞍rilJから石器や土器の厳片が多数発

見され日行為124年頃道路改修工事の際に古い炉跡が発見されて話

題を呼んだりして、附近に遺跡が埋蔵されているζとが推定さ

れていたが、昭和45年の山道入笹舟見緩の拡張工~Jllj Iにも多く

の遺物がIii土し入醤町の中村奇襲氏（県考古学会会員）の手に

よってみ~l査され、広範聞にわたる遺跡の存在する乙とが確沼さ

れた。

昨年大家10也ぱの闘場路前事業が開始され、これにfドヮて下
山新j世跡のはか、 不動蛍、柳田地区の遺跡が破I裂されるおそれ

があるため、』1！救援では乙れに先立って発掘調査をすることを

決め、1;QJLil町の教授と協力しWIド年7月からとの発抑制査にjj’7手
した。

最初は泊断』tt側から作業が始められたが、早くも岡崎点から

縄文片リQJ（約4.000壬f.t-iil)の中東のものと縫定される住居跡

や、 lまぼ成形の保鉢や桟鉢、それに石斧、ヒスイ際、石際、土

偶など多くのi監物が出土した。

また泊路西側の発1市！現場からは、探鉢土器のほか、まが玉、

釣手土問（ランプ）など珍らしいものが出土している。

6 なお本ff4月から道酪西側の万で第二次発揮を行なったが、
3 同地点から日さ約70七ンチ、胴の直経約60七ンチの大きなかめ
3 が三個も出土しており、乙のかめはいすれも日が狭く、 口ほに

制巧な装飾がほととされ、かめの内外ともJ~ しい朱の特殊な彩

色がなされ、包含されている土中から人付片らしいものも認め

られ、 l:i下その用迩や内版物などについて制情な附究が進めら

れている。

下山ffr遺跡の発miは5月末でー泌ピリオトを打ったが、現f王
までの調貨の概況をまとめると、 ζの地に人々が生前を始めた

のは制文中期の始まりと同時であって、その場所は道路の＊側

であって、各発掘地点に時代の-i%主のあるととから、投代むの

人々がくりかえしくりかえしとのJlliに生活しこのi自跡を形成し

たものであるう。

いままでの山土品から抑定すると、制文後WIのl)!JJ耗の斗・miも
IH l：しているが、それ以降の遺物が山上していないことからし

て、台地の、しかも火きく曲り込む’ト山新のj山形が、制文nri・代

の人々の生活様式を満たす要素をもっていて、それが次かウ次

へと数家族単位の人々を閉めさせたものと与えられ、＊：足、臨

似の係取、魚や¥llJ:搭iの狩猟に生活の必協を！白いた当時の人々
は、何かの理由でその以盤が失なわれたとき、次の場を求めて云

って行くという生活のくりかえしが、このド山続遺跡という米

山 150〆ー卜／レ問祁200メートノνにわたる大遺跡を形成したも

のと惟定されるが、なおよ下策fl／.ぷ乙とについては今後の研究によ

って解明されることであろう。



昭和48年 6月 10日
月刊（毎月10日発行）（震？語~＆易会号） 第21 4号 (2) 

新
会
長

に
酒
井
議
長
選
ば
る

富

山

県

町

村

議

会

議

長

会

長

ひ

富
山
県
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、
会
長

が
任
期
満
了
の
た
め
、
五
月
一
一
十
九
日
、

市
町
村
会
館
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
き

新
会
長
に
当
町
の
酒
井
議
長
を
選
任
し
ま

し
た
。〔
酒
井
会
長
の
略
歴
〕

昭
和
三
十
三
年
町
議
会
議
員
初
当
選
以

後
今
ま
で
連
続
当
選

（凶
期
）
そ
の
間
総

合
開
発
特
別
委
員
長
、
厚
生
委
員
長
、
副

議
長
を
経
て
四
十
五
年
議
長
に
就
任
現
在

に
至
る
。
日
中
友
好
ヘ
寄
与

酒
井
議
長
訪
中
の
途
へ

日
中
友
好
富
山
県
地
方
議
員
連
関
の
訪

中
団
が
と
の
ほ
ど
高
平
公
友
県
議
会
議
長

を
団
長
に
、
県
議
、

市
町
村
議
員
で
編
戚

さ
れ
ま
し
た
。
地
方
議
員
連
却
と
し
て
は

全
国
で
も
は
じ
め
て
の
訪
中
で
あ
り
、
中

国
で
は
日
本
の
訪
問
都
市
の
代
表
と
し

て
、
富
山
県
の
訪
問
を
招
請
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

日
中
友
好
促
進
の
地
刀
議
員
連
盟
は
多

く
の
県
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
は
す
べ
て
県
議
会
議
員
だ
げ
の
組
織
で

市
町
村
議
会
議
員
ま
で
含
む
地
方
議
員
連

盟
は
富
山
県
だ
け
で
す
。

さあ

酒
井
議
長
は
使
節
問
員
二
十ι
人
の
う
ち

の
ひ
と
り
と
し
て
、
六
月

一
目
白
山
、

二

日
に
羽
制
空
港
を
出
発
、

二
十
定
日
制
町

の
予
定
で
す
。

こ
の
閥
、
日
中
友
好
の
願
い
と
希
望
を

中
国
人
民
に
つ
た
え
、
激
励
す
る
世
界
の

な
か
で
躍
進
を
つ
づ
け
る
中
園
の
政
治
、

経
済
、
教
育
文
佑
特
に
共
産
闘
に
お
け
る

労
働
状
況
な
ど
各
般
の
境
情
を
参
観
、
学

習
し
中
国
人
民
と
の
交
流
を
通
し
て
相
互

の
理
解
と
友
情
を
探
め
、
あ
わ
せ
て
研
修

視
察
の
経
過
を
広
く
町
民
に
つ
た
え
、
日

中
両
国
の
相
互
盟
解
と
友
好
親
善
の
た
め

に
貢
献
す
る
大
き
は
目
的
と
使
命
を
も
っ

て
の
訪
中
で
す
。

〈
写
以
は
酒
井
議
長
の
訪
中
壮
行
会
V

農
業
近
代
化
ヘ
ゴ
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第

ご

次

長

業

構

造

改

善
l

一

事

業

計

画

成

崎
附
地
区
事
業
計
画
が
認
定

間
保
・
山
崎
地
区
の
第
二
次
段
業
構
造

改
器
事
業
計
聞
は
、
昭
如
四
十
七
年
度
に

策
定
を
終
え
、
県
へ
計
画
認
定
の
申
請
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
四
月
二
十

一
日
付
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

と
れ
に
と
も
な
い
附
和
四
十
八
年
度
か

ら
昭
和
五
十

一
年
度
の
凶
作
間
に
わ
た
り

補
助
事
業
三
億
三
千
八
百
五
十
万
円
、
単

独
融
資
事
業
四
千
五
百
三
十
万
円
、
合
計

三
億
八
千
三
百
八
十
万
円
の
事
業
費
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す。

昭
和
四
十
八
年
度
の
事
業
実
路
計
画
で

る

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
り
大
出
燥
機
具
の

質
入
れ
、
ま
た
闘
京
閉
山
ーハ
ウ
メ
、
臨
機

具
箱
納
聞
な
ど
二
十

一
肌
建
て
る
ほ
か
、

節
供
給
施
設
や
肉
用
午
団
地
牛
舎
お
よ
び

付
市
施
設
も
つ
く
る
予
定
で
、
と
れ
に
要

す
る
綜
貨
は
約

一
憾
七
百
十
万
円
の
見
込

み
で
す
c

大
家
正
東
部
地
区
が

事
業
計
画
樹
立
地
区
に
指
定

昭
和
田
十
八
年
度
第
二
次
長
業
構
造
改

善
事
業
計
薗
樹
立
地
区
に
大
家
正
東
部
地

区
（
舟
川
よ
り
東
部
）
を
申
一
請
中
の
と
乙

ろ
、
五
月
十
五
日
に
媒
の
指
定
と
な
り
ま

し
た
。
股
家
戸
数
二
四
九
戸
、
農
用
地
面
積
二

八
四

・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
径
対
象
と
し
て
、

問
和
四
十
八
年
度
に
お
い
て
製
薬
計
闘
を

つ
く
り
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
四
年
聞

に
わ
た
り
事
業
実
施
と
な
り
ま
す
。

事
業
計
闘
の
隣
組
と
し
て
は
、
二
J
三

部
縮
小
』
単
位
と
し
た
機
械
官
理
組
合
を
設

立
し
、
こ
れ
を
事
業
主
体
と
し
て
ト
ラ
ク

タ
ー
、
川
柚
機
、
動
力
防
除
機
、

自
脱
型

コ
ン
バ
イ
ン
、
青
苗
施
設
等
を
設
備
し
、

水
稲
作
業
の
近
代
伯
と
機
械
化
一
貫
作
業

体
系
を
確
宜
し
て
い
き
ま
す
。

ててみに を 昭和48年度 おに施
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ま
た
地
域
的
な
施
設
は
、
大
家
庄
農
業

協
同
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
籾
乾
操
調

製
施
設
、
野
菜
集
荷
所
等
を
設
置
し
ま
す

さ
ら
に
、
一ニ
枚
橋
を
中
心
と
し
た
野
菜

ハ
ウ
ス
団
地
の
駆
的
解
も
は
か
り
、
規
肢

の
大
き
く
生
産
性
の
高
い
自
立
経
世
股
家

を
宵
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

と
れ
ら
具
体
的
な
事
業
計
聞
は
、
股
業

務
印
体
、
推
進
協
議
会
等
で
協
議
し
な
が

ら
昭
和
四
十
八
年
度
に
お
い
て
、
お
お
よ

そ
三
億
円
程
度
の
事
業
計
闘
を
策
定
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

昭和48年度米生産調整実施計画表

｜、l ,, .. I 転 作 ｜山 山 ｜養漁地及｜
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笹川｜｜ 一｜ 1 .2 I 一 ｜ - I 

泊 ｜ 一 I 0.9 I - I . I I 
五箇庄｜ - I 0.21 2.6 I 1.81 2.91 0.6 

南保 I 11.0 I 16.4 11.5(1.2)1 2.0 I 6.4 I 0.3 
山崎 I 69.8 I 12.4 114.0(6. DI 1.7 I 11.7 I 1.1 
取ii~l9日------o.2"I可而）｜ 12.3 i 5.91 0.2 
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内
の
面
積
は
通
年
施
行
で
行
な
わ
れ

る
飼
料
作
物
作
付
面
積
。
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観
光
朝
日
の
紹
介
と

花
と
緑
の
町
u

つ
く
り
を
め
ざ
す

｜
｜
朝
日
町
観
光
協
会
総
会
開
か
る

// 

朝
日
町
観
光
協
会
は
、
と
の

ほ
ど
昭
和
四
十
八
年
度
通
常
総

会
を
開
き
、
次
の
よ
う
に
事
業

計
画
＃

し
た
。

ひ
。
事
業
計
画

0

0

魅
力
あ
る
観
売
の
朝
日
町
。
を
町

内
外
に
積
極
的
に
紹
介
、
P
R
す
る

た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
「
あ
さ

ひ
」
を
更
新
発
行
す
る
と
共
に
、
朝

日
岳
山
聞
き
登
山
会
（
六
月
）
、
宮

崎
浜
ま
つ
り
（
七
月
）
、
北
川
λ
谷
紅

葉
計
り
ハ
十
月
）

、
朝
日
町
観
兆
炭

（
十
一
月
）
等
の
諸
行
間
引
を
実
施
す

る
。

さあ

。
花
と
緑
の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
さ

っ
き
、
桜
を
中
心
に
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
を
積
極
的
に
お
し
進
め
る
。

。
朝
日
町
の
観
光
促
進
の
た
め
、
県
内

先
進
地
調
察
な
ど
調
査
研
究
を
行
な

う。

。
会
員
の
増
強
図
る
。

A
V
新

役

員

会

長
副

会

長

常
任
理
事

理

事

鹿
熊
安
正

小

沢

浩

長

津

捕

平

小
杉
与
四
長
青
田
良
雄

狩
谷
常
作
亀
谷
附
平

草

久

義

加

藤

政

雄

前
川
日
出
男
玉
木
俊
夫

(3) 
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Wこ
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悔
沢
章
作

広
川
親
義

込
尾
針
作

水

島

潔

2事

学
校
や
駅
な
ど
に

0

さ
つ
き
q

贈

呈

朝
日
町
観
光
協
会
で
は
、
わ
が
町
を
花

い
っ
ぱ
い
に
飾
ろ
う
と
、
昨
年
か
ら

「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
重
点
項
目
と
し
て
と

り
あ
げ
、
こ
と
し
も
、
町
や
町
緑
化
位
進

番
館
会
、
商
工
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

な
ど
の
協
力
争
得
て
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

出

・
佐
川

・
張
問
正

・
山
崎
小
学
校

・
泊
駅

や
城
山
な
ど
仁
、
ム
円
計
千
百
込
の
さ
っ
き

の
直
木
が
明
ら
れ
、
ざ
っ
そ
く
児
童
や
駅

員
に
よ
っ
て
棚
制
さ
れ
ま
し
た
。

I
J町
議
醤

問
調
尻
竜
一
Z
J皆

、

J
宇～

f
 

E
務
～m
u

F

4ぷ

〈
写
真
は
さ
っ
そ
く
泊
小
学
校
児
童
に
よ

っ
て
さ
っ
き
の
楠
樹
V

H
参
加
者
募
集

H

わ
が
川
の
シ
ン
ボ
ル
、
刷

日
岳
（
二
、
問

一
八
米
）
の

山
聞
き
式
、
賀
山
安
全
祈
願

祭
と
あ
わ
せ
て
、
次
の
と
お

り
山
開
き
登
山
会
を
実
施
し

ま
す
。多数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

て

期

日

六

月

二

十

三
日
（
土〉

1
二
十
四
日
（
日）

一
、
集
会
場
所
小
川
温
良
先
場
前
広
場

集
合
時
間
二
十
三
日
午
前
八
時

（
地
鉄
泊
七
時
一

O
分

発
小
川
元
湯
行
．ハ
ス
あ

り）

一
、
界
銀
人
員
五

O
名
（
定
局
次
第
締

切）

一
、
会

費

て

七

O
O円

（
外
に
米
五
合
持
参
）

て

中

込

先

制
日
町
館
業
税
制
活
保

一
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
観
光
保

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
能
①

一一

O
O内
線
二
七
）

「一朝日岳一一l
」山開き登山会」

ー
山
小
屋
の
利
用
料
金
J

rl営
業
期
間
の
お
知
ら
せ

l
L

大
蓮
華
山
保
勝
会

大
連
軍
山
保
勝
会
は
昭
和

三
年
発
足

し
、
今
年
で
備
凶
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
自
然
保
護
や
登
山
道
の
改
良
、
宿

泊
肺
市
認
の
完
備
な
ど
に
努
め
て
き
ま
し

た。
本
年
は
、
山
小
屋
の
秋
山
詰
業
や
花
又

小
屋
の
改
築
、
指
摘
骨
・
棋
や
鷺
山
道
の
改
修

な
ど
、
諸
施
設
を
略
備
改
良
し
、
登
山
者

の
要
期
に
添
い
、
ま
た
そ
の
安
全
性
の
確

保
を
は
か
る
乙
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
山
小
屋
料
金
、
営
業
期
間
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

北朝山
又日小
小小屋
屋屋営
業

日六六時
月月間
下下
旬旬
I I 
十九
月月

十十
一 日

北
又
小
匡
の
改
築
は
常
業
期
間
前
に
行

な
い
ま
す
。

・
山
小
屋
料
金

1じxT柄百
団 ｜個 ｜｜司｜倒
体 ｜人 ’体 ｜入

言言｜霊峰｜般
川円円 ｜同｜

｜て ｜て ｜て｜ 高
岳 1 81~1 き ｜
向i胃｜青｜青｜校
’て｜て｜中
81§ 
巳 ｜円

人
口
口
問

八
O
O
円

他
に
弁
当
は
二
百
円
紫
泊
は
八
O
O円

で
す
・。

そ
の
他
く
わ
し
い
ζ

と
は
、

朝
日
町
役
場
観
光
保
（
一千
l

二
O
O）

朝
日
町
山
崎
、

長
津
荷
平

（四
l
八
四

O
O）

朝
日
町
清
水
町
、
下
沢
三
郎

（三
l
一
九
五
回）

小
間
管
理
人
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

泊

駅

に

白
樺
の
記
念
樹

H
大
蓮
華
山
保
勝
会
か
ら
贈
呈
H

大
連
誰
山
保
勝
会
〈
長
律
情
平
会
長
）

で
は
ζ

の
ほ
ど
、
泊
駅
舎
改
築
鍛
工
記
念

に
と
、
内
開
の
問
木
二
十
四
本
を
附
呈
。

同
駅
構
内
あ
き
地
に
記
念
仰
仰
し
ま
し

た。口
陣
は
恕
地
の
河
山
に
多
く
自
生
す
る

樹
皮
の
白
い
惰
斑
樹
で
す
が
、
乙
の
た
び

摘
糊
さ
れ
た
白
陣
は
、
間
保
勝
会
が
、
平

同
じ
よ
う
に
育
つ
と
い
う
改
良
木
を
わ
ざ

わ
ざ
と
り
ょ
せ
た
も
の
で
す
。

学

れ 八
ぷ，e た写
ω孟議必歯白真君”科目ふ司アーー 控は

の駅
若員
木の
V 手

よ
て〉

て
植
え
ら

（山

一
町
か
ら
ゴ
ミ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

一
空
気
は
い
つ
も
き
れ
い
に

一

花
や
木
を
植
え
ま
し
ょ
う

一
山
も
川
も
海
も

一

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

一

（

朝
日
町
観
光
協
会
〉

一

（

朝
日
町
商
工
会
）

わ
れ
ら
の
郷
土
を

い
つ
も
美
し
く
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美
し
い
郷
土
の
自
然
を

守

り

育

て

よ

円
朝
日
県
立
自
然
請
の
誕
生
」

(4) 

県

民

い

‘ー

ひ

「
朝
日
地
区
」
が
、
富
山
県
で
初
の
県

立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
立
自
然
公
閣
は
、
開
立
公
園
や
同
定

公
闘
と
川
じ
く
、
自
然
公
闘
法
（
川
州
立
自

然
公
園
条
例
｝
に
も
と
づ
い
て
、
県
内
の

す
ぐ
れ
た
臼
然
の
風
説
地
を
保
護
す
る
と

と
も
に
、
県
民
の
健
全
な
レ
ク
リ
エ
i
シ

ヨ
ン
の
場
や
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
盤
備

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
た
び
は
、

有
陣
地
区
、

王
筒
山
地
区
と
共
に
、
「
朝

日
県
立
白
然
公
園
」
と
し
て
指
定
第
一
号

に
な
っ
た
も
の
で
す
。

自
然
環
境
の
重
要
性
の
認
識
と
、
観
充、

野
外

ν
ク
リ
エ
l
シ
ョ
ン
等
が
盛
に
な
り

つ
つ
あ
る
今
日
、
県
立
自
然
公
団
の
指
定

は
、
ま
さ
に
時
代
の
要
請
に
マ

ッ
チ
し
た

も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

し
た
が
っ

て
そ
の
目
的
上
、
県
立
自
然

公
園
の
中
で
は
、
す
ぐ
れ
た
自
然
原
境
を

い
ち
じ
る
し
く
こ
わ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行

為
は
、
条
例
で
制
限
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た

一
万
、
公
園
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な

道
賂
や
駐
車
場
、
休
憩
所
、
遊
歩
道
、
闘

地
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
諸
胤
設
が
年
々

整
附
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
各
位
の
よ
り
と
川
崎
解
、
ご
協
力
を

い
た
だ
く
た
め
に
、
自
然
公
閣
の
概
況
や

各
位
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
と
が
ら
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

さあ

。
指
定
区
域

（別
図
〉

北
は
日
本
海
に
面
す
る
宮
崎
海
岸
、
南

フ

い

の

て

東
は
中
部
山
岳
国
立
公
園
に
接
す
る

一
帯

で
、
面
積
九
、

六
一
二
二
加
（
そ

の
他
海
面
六
六

O
M）

A
V
公
園
内
の
景
観
特
撤

－
北
ア
戸
プ
ス
が
日
本
海
に
没

す
る
地
点
に
お
付
る
海
洋
泣

び
海
岸
最
観

・
城
山
か
ら
岡
部
に
速
は
る
ゆ

る
や
か
な
托
般
地
と
造
林
地

牧
草
地
の
景
観

・
北
又
持
の
筒
流
と
こ
れ
を
と

伊

り
囲
む
プ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
一
ー

の
原
生
林
の
録
観

L

そ
の
他
、
暖
帯
性
樹
林
と
し

－

て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

－

さ
れ
て
い
る
鹿
島
樹
叢
や
境

－

関
所
宮
崎
城
跡
、
浜
山
玉
つ

－

く
り
遺
跡
等
の
文
化
財
七
段

司

の
筒
つ
ぼ
を
持
つ
七
電
館
、

一

湯
治
相
闘
と
し
て
名
山
い
小
川
A

温
泉
元
湯
、
品
ア
ル
プ
ス
の

北
削
に
連
な
り
高
山
、
直
高

山
性
植
物
の
多
い
イ
ブ
リ
山

犬
ケ
応
な
と

特
別
地
威
は
ま
た
、
そ
の
保
護
の
重
要
性

に
応
じ
て
第

一
種
、
第
二
種
、
第
三
種
に

区
別
さ
れ
C
い
ま
す
。

地
域
の
大
半
ば
特
別
地
域
（
原
状
変
史

を
伴
な
う
行
為
は
知
事
の
許
可
が
必
要
な

地
域
）

で
あ
り
、
特
に
北
X
谷
沿
い
の
固

有
林
、
及
び
域
山
と
そ
の
北
側
に
続
く
台

地

一
併
は
お
二
割
特
別
地
域
と
し
て
、
鼠

観
の
保
護
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

A
V
保
践
の
方
針

特
別
地
域
と
普
通
地
域
に
分
か
れ
て

い
安
す

公
園
区
域
は
、
特
別
地
域
）

主
と
し
て

山
林
地
域
）
と
普
通
地
域
（
主
と
し
て
集

落
、
股
耕
地
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
す
。

そ
の
他
の
地
域
は
、
地
域
住
民
の
作
活

の
場
、
農
林
漁
業
等
の
生
産
活
動
の
場
で

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
考
摺
し
つ
つ
、

風
致
の
保
護
に
努
め
る
と
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

。
特
別
区
域
内
で
次
の
よ
う
な
行
為
を
す

る
場
合
、
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す

あ
ら
か
じ
め
役
場
（
産
業
課
）
か
県
自

然
保
護
室
に
問
い
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い。

た
だ
し
、
日
常
州
市
怨
に
必
裂
な
軽
易

な
行
為
は
許
可
が
い
り
ま
せ
ん
。

許
可
の
必
要
な
行
為

①
建
物
、
そ
の
他
工
作
物
の
新
築
、
改
築

増
築

①
水
竹
の
伐
同
体
（
私
一
体
胤
浪
に
つ
い
て
は

別
に
・
短
め
る
伐
係
叫
仰
に
よ
り
山
市
川
悦
ヨ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

特
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
）

①
鉱
物
の
掴
採
、

土
石
の
採
取

＠
河
川
、

湖
沼
等
の
水
位
、

本
田
の
摺
蹴

①
知
輸
の
指
定
す
る
間
出
、
出
腺
等
へ
の

排
水
設
備
に
よ
る
汚
水
の
抗
出
（
現
在

未
指
定
〉

①
仏
特
物
の
掲
出
、

設
崖
、

表
示

①
水
面
の
埋
立
、

干
拓

③
土
地
の
開
墾
、

土
地
の
形
状
蛮
史

①
矧
挙
の
指
定
す
る
高
山
阻
物
等
の
採
取

（
現
れ
米
指
定
〉

⑬
霞
催
、
壁
曲
、
へ
い
、
崎
、
鉄
塔
、
送

水
管
等
の
色
彩
変
更

日
常
生
活
等
に
関
す
る
許
可
を
要
し
な
い

行
為
①
み
ぞ
．
い
せ
き
、
と
い
、
水
車
、
風
恥

農
林
業
用
水
捕
の
新
築
、
改
良
、
増
毅

①
社
守
境
内
加
、
越
地
で
の
烏
回
、

と
う

ろ
う
、
躍
碑
等
の
新
築
、
改
鎖
、
地
筑間

＠
道
路
そ
の
他
公
衆
の
通
行
し
、
ま
た
は

鈍
合
す
る
場
所
か
ら
ニ

O
米
以
上
の
距

離
に
あ
る
炭
が
ま
、
炭
焼
小
屋
、
伐
木

小
屋
、
造
一
林
小
屋
、
商
会
、
納
屋
、
肥

料
だ
め
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築

①
え
び
、
え
り
ゃ
な
類
、
漁
具
子
場
、
的
’

合
等
の
新
築
、
改
築
、
増
築

①
尚
指
摘
、
給
餌
台
、
給
水
台
の
設
置

①
宅
地
内
の
木
竹
の
伐
保

＠
自
家
用
の
た
め
の
禾
竹
の
伐
採
（
塊
状

択
伐
を
除
く
）

①
桑
、
茶
．
と
う
ぞ
、
み
つ
ま
た
、
こ
り

ゃ
な
ぎ
、
悶
‘
県
樹
モ
の
他
農
業
用
に

裁
培
し
た
木
竹
の
伐
保

⑪
枯
損
し
た
木
竹
ま
た
は
危
険
な
木
竹
の

伐
採

＠
森
林
の
保
育
ま
た
は
屯
線
路
維
持
の
た

め
の
下
刈
、
つ
る
切
り
、
間
伐

⑫
牧
野
俊
良
の
た
め
の
い
ば
ら
、
か
ん
木

市川V
の
除
去
、
昨
地
の
史
新

＠
宅
地
内
の
土
石
の
採
取

＠
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
お
そ
れ
の
な

い
範
囲
内
で
の
鉱
物
の
捌
採
ま
た
は
土

石
の
採
取

＠
宮
地
ま
た
は
回
州
内
の
池
柑
等
の
水
位

水
量
の
増
減

＠
既
設
ま
た
は
工
事
進
行
中
の
工
作
物
の

操
作
に
よ
る
阿
川
、
湖
沼
等
の
水
位
、

水
量
の
増
鼠

＠
耕
作
の
祭
策
、

mm
旅
胞
菜
、
時
党
’
m事
業

宅
抱
内
で
行
な
う
家
畜
の
飼
育
に
伴
う

丹市小
ま
た
は
随
水
の
排
出

⑮
漁
掛
か
ら
の
汚
水
ま
た
は
廃
水
の
緋
出

＠
仕
モ
か
ら
の
汚
水
ま
た
は
路
ぷ
の
排
出

（
版
附
の
排
出
を
除
く
）

＠
地
主
か
ら
こ

・
五
米
以
下
の
高
さ
で
の

広
告
物
等
の
工
作
物
へ
の
掲
出
、
表
示

＠
工
作
物
等
の
修
鱗
行
為

＠
家
商
品
ぜ
係
国
防
以
牧
し
、
ま
た
は
欣
牧
家

情
の
安
令
．
を
仰
似
す
る
た
め
に
必
民
な

給
水
施
設
、
牧
柵
、
行
悩
合
、
避
肌
合

等
の
施
設
の
改
築
、
も
し
く
は
地
痴

＠
明
記
の
ほ
か
に
も
、
公
共
事
業
や
法
律

の
規
定
に
も
と
づ
く
行
為
の
一
部
に
許

可
の
い
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
つ
ぎ
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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保鰻計画凡例

区 域 界 ζコ
第 1種特別地域 @ 

第3種特別地域 @ 

普 通 地域 ("-:) 、’ー

朝日県立自然公園
保護計画図

北又えん境

、
、
．＼．，「

〆＼( ，戸・
．， ＼ 
』ー・町、 ’ 、

＼ 、
、、、、

＼ 
ー』

（前
ぺ

l
ジ
よ
り
〉

。
普
通
地
域
内
で
も
届
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
行
為
が
あ
り
ま
す

普
通
地
域
内
で
も
、
高
さ

二
ニ
米
ま
た

は
延
べ
面
積
て

0
0
0平
方
米
以
上

の
建
築
物
を
つ
く
る
場
合
、
高
さ
二
O

米
以
上
の
〆
ム
を
つ
く
る
場
合
な
ど
、

一部
大
規
模
な
行
為
に
つ
い
て
は
届
出

が
必
要
で
す
が
、
大
体
の
行
為
に
は
制

限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
公
閣
の

一
部
で
す
か
ら
、
風
致
の
保
護
に
留
窓

し
て
く
だ
さ
い
。

n
h
v

守、u
「
町
U
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一
郷

土

の

詩

人

舟
川
栄
次
郎
氏
の
詩
碑
建
立

！
ー

城

頂

上

朝
日
町
が
生
ん
だ
詩
人
舟
川
栄
次
郎
氏

が
昭
和
凶
十
一
年
の
暮
に
、
六
十
才
の
生

涯
を
閉
じ
て
か
ら
既
に
満
六
年
を
椛
た

が
、昨
年
来
、
故
人
の
門
人
そ
の
他
の
関
係

者
に
よ
っ
て
詩
碑
建
立
の
計
画
が
進
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
か
つ
て
の
寄
添
塾
の
主
．安

メ
ン
が
ー
で
あ
る
中
川
議
一
氏
や
収
束
健

二
、
楠
益
氷
、
松
倉
利
害
、
尾
附
法
、
藤
条
正

十日
ん
の
各
氏
及
び
そ
の
他
諸
氏
の
凶
刀
に
よ

り
、
故
人
が
生
前
ζ
ょ
な
く
愛
し
愛
唱
し

た
親
不
知
の
見
え
る
戚
山
頂
上
の

一
角
に

奨
し
い
詩
碑
が
時
埋
立
さ
れ
（
写
真
）
、
去

る
五
月
十
三
回
現
地
に
お
い
て
、
遺
脹
及

び
生
侮
中
に
を
誕
の
あ
っ
た
関
係
者
や
文

人
な
ど
多
数
参
加
し
盛
大
に
除
幕
式
が
挙

行
さ
れ
た
。

氏
は
、
青
年
時
代
か
ら
詩
人
高
円
光
太

郎
に
師
事
し
、
中
山
施
、
車
野
心
半
、限
尼

個
個

問

w
・

山

須
崎
子、

源
氏
鶏
木
氏
等
と
共
に
詩
作
に

専
念
、貧
苦
と
病
弱
の
中
で
コ
戸
籍
簿
の
社

会
」
を
は
じ
め
多
く
の
詩
集
、随
筆
な
ど
位

に
送
り、

自
ら
白
洋
社
を
創
設
し
て
郷
土

文
芸
家
の
育
成
と
地
方
文
化
の
興
隆
に

一

生
を
陣
げ
た
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

社
会
の
美
化
と

会
員
相
互
の
親
睦
を
め
ざ
す

朝

日

皐

月

会

さ
っ
き
つ
つ
じ
は
き
わ
め
7

日
本
的
な
花
木
で
あ
り
、

五

t

六
月
に
は
そ
の
つ
つ
ま
し
い
、

ま
た
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
あ

ヤ

や
か
な
美
し
い
花
を
見
る
と

一
と
が
で
き
、
ま
た
さ
し
芽
や
さ

司
し
水
で
容
易
に
ふ
や
す
乙
と
が

－
で
き
る
上
に
盆
栽
と
し
て
い
ろ

い
ろ
と
人
の
手
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

愈
の
如
く
宵
で
る
乙
と
が
で
き
る
と
い
う

特
徴
が
あ
っ
て
、
近
年
金
図
的
に
人
気
が

で
て
い
る。

わ
が
刷
日
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
問
十

六
年
四
月
に
、
同
好
者
が
集
ま
り
、

「
朝

目
黒
月
会
」

が
結
成
さ
れ
た
。

現
在
会
員
は
六
十
一一一名
に
達
し
て
い
る

が
、
会
員
相
官
日
の
親
睦
と
皐
月
闇
芸
の
普

及
、
設
饗
の
技
術
講
習
、

商
木
の
共
同
購

入
、
学
校
そ
の
他
公
共
施
設
へ
の
苗
木
無

償
配
付
や
展
示
即
売
会
等
を
実
施
し
、
町

民
の
純
伯
、
郷
土
の
美
化
な
と
、
花
を
育

て
、
花
を
語
り
喜
び
あ
い
、
命
を
大
切
に

八
写
真
は
さ
っ
き
の
盆
盤
技
術
講
習
会
V

す
る
心
を
育
て
る
と
い
う
使
命
感
の
上
に

立
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

会

長

小

沢

浩

副

会

長

小

川

弥

一

幹

事

平

坂

隆

．

太

菅

千

之

加

藤

八

郎

横

山

、一宮明

な
お
希
望
者
は
誰
で
も
入
会
で
き
会
費

五
O
O
円
（
年
同
）
を
添
え、

本
町
小
沢

中
央
会
館
事
務
所
へ
叩
じ
込
め
ば
よ
い。

泊
駅
前
に
水
銀
灯

｜
北
屯
よ
り
寄
贈

｜

明
日
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
北
陸
地
力

か
ら
、
法
い
舎
新
た
に
し
た
伯
駅
前
に
、

水
銀
灯

一
誌
を
脊
閉
し
た
い
百
の
、
中
し

出
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

そ
の
U
録
の
悶
口正
式
が
、
役
場
町
長
室
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

乙
の
寄
附
さ
れ
た
水
銀
灯
は
ハ
イ
ヲ
エ

1
型
戸
四
宵
ワ
ソ
ト
〉
の
ざ
ん
新
な
も
の

で
、
夜
の
駅
前
広
場
を
美
し
く
照
ら
し
、

観
光
の
町
の
表
玄
関
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
ひ
と
役
を
買
い
、
駅
利
用
者
を
よ
ろ
こ

ぼ
せ
て
い
ま
す
。

稲
沢
さ
ん
の
機
転

昭
直
ち
ゃ
ん
を
救
う

い
よ
い
よ
子
ど
も
の
水
の
事
故
が
多
発

す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
で
も

先
ご
ろ
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
子
ど
も
が
川

一一

一

に
蕗
ち
、
ζ

れ
を
発
見
し
た
一

一一
ぅ

一

作
業
員
の
機
敏
な
働
き
で
、
危

一円
よ
一

一戸
け

一

い
と
こ
ろ
で

一
命
を
と
り
と

一一
つ

一

め
、
付
近
民
を
ほ
っ
と
さ
せ
た

ー
を

？

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
朝
日
町

一一
気

…一
夜
下
町
、
会
社
白
浜
田
出
散
さ

一一
比
一一
ん
の
長
持
、
直
昭
ち
ゃ
ん
こ

コ
哨

一一

年
九
カ
月
）
は
、
さ
る
凶
月
二

二
週．
ぃ一
十
一
日
午
前
九
時
頃
自
宅
掛
を

一一
の

一一
－
v

く

一一

流
れ
る
木
流
川
に
あ
や
ま
っ
て

一一

z…一
転
培
、
深
み
に
は
ま
り
ま
し

た
。
乙
れ
を
近
く
で
川
の
改
修
作
業
を
し

て
い
た
共
和
土
木
の
作
業
員
、
稲
沢
昭
一

さ
ん
－A
四
五
）

H
黒
部
市
郊
弥
日
が
見
つ

け
、
着
衣
、の
ま
ま
川
に
は
い
り
助
け
上
げ

率
な
ぎ
を
え
志
し
た
。

二
代
こ
対
し
入
超
欝
察
署
と
黒
東
防
犯

nhu

，、u
n
h
v

協
会
で
は
五
月
十
六
日
、
感
謝
状
と
記
念

品
を
稲
沢
ざ
ん
に
贈
呈
し
て
そ
の
善
行
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
多
く
な

る
こ
れ
ら
の
事
故
に
対
す
る
保
護
者
の
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

青少年を守るに
家ぐるみ町 ぐるみ

第
三
日
曜
日
は
家
庭
の
日

－

家
族
み
ん
な
で
認
し
あ
い

力
を
出
し
あ
い

楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

自
転
車
の

ニ
人
乗
り

無
釘
火
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

．

お
と
な
も
こ
ど
も
も

交
通
N
l
ル
を
守
り

み
ん
な
で
注
意
し
あ
い

ま
し
ょ
う

ー
学
習
活
動
に
燃
え

－

「
1

1
11

若

人

集

う
l
L

ー

青
年
学
級
開
設
｜

勤
労
青
年
の
学
習
の
場
と
し
て
、
本
年

度
も
、
四
月
か
ら
青
年
詳
級
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

青
年
学
級
は
、
学
溜
し
よ
う
と
い
う
意

欲
あ
る
青
年
が
宵
年
勤
級
開
設
の
申
請
を

行
な
い
、
そ
の
申
請
に
話
づ
き
町
が
附
設

す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
宮
崎
、
泊
、
笹
川
、
五
筒
庄
、

山
崎
、
南
保
、

十
〈
家
庄
で
附
設
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
学
級
生
の
自
主
的
な
運
岱

と
、
桝
同
年
学
級
主
説
”
の
熱
心
な
指
識
と
助

．常
ま
1
11
1
1

，z
て
J

．
ン
…．

一

言
に
よ
り
、

昼
間
の
仕
事
の
疲
れ
も
忘
れ

♂
宮
川
町
．

：
守

F
L

熱
心
に
学
習
活
動
を
巌
閲
し
て
い
ま
す
。

穴

モ

；

，

．

…

十
J

よ

乙
れ
ら
働
く
青
年
た
ち
の
学
習
意
欲
に

イ＼
3
4
0

，

．
『

tu

て

対

し

、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
深
い

お
九
b
e
二

，
E

J

’・・・

p
k

を・
1
M
J
L
e

モへ‘

．．
．
 

m
J

一、ど
理
解
と
あ
た
た
か
い
愛
情
が
望
ま
れ
て

〈
写
真
は
駅
前
に
立
て
ら
れ
た
水
銀
灯

V

い
ま
す。

， ． ． • . .’ .; ' . 
’，．、． 

円々、．
守
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下
新
川
郡
体
育
協
会
は
こ
の
ほ
ど
総
会

を
開
催
し
、
第
二
十
回
下
新
川
郡
民
体
育

大
会
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
ζ

と
に
決

定
し
ま
し
た
。

マ
会
場
朝
日
町

マ
期
日
七
月
七
日
（
土
）

・
八
日
（
臼
）

マ
競
技
方
法
一
般
は
オ
ー
プ
ン
、
中
学

校
は
学
校
対
抗

マ
参
加
資
格

一
般
は
下
新
川
郡
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
す
る
入
。

た
だ
し
、

二
郡
市
に
ま
た
が
る
出
場
は

諒
め
な
い
。

マ
参
加
巾
し
込
六
月
十
五
日
（
金
）
正
午

道
一
般
は
各
町
体
協
で
一
括
、
巾
学
は

ひさあ

会場

（野溢錫絹）第214号

日種目別期

(7) 

マ
第
二
十
三
回
両
鍾
軟
式
野
球

（四
月
二
十
九
日
小
丸
山
泊
中
）

オ
l
ア
イ
工
業
が
優
勝

①
オ
l
プ
イ
工
業
（
魚
津
市
）

学
校
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
明
日
町
教
育
－査

員
会
内
郡
体
係
へ
申
し
込
む
。

マ
そ
の
他

川
県
体
予
選
を
兼
ね
る

制
申
し
込
ん
だ
ら
必
ず
出
場
す
る
。

料
相
手
が
な
い
場
合
、
県
体
出
場
経
を

与
え
る
。

判
醗
技
要
項
は
第
二
十
六
同
県
停
要
項

に
惟
ず
る
。

側

一
般
で
実
施
し
な
い
極
目
で
、
保
体

山
場
を
希
望
す
る
者
は
、
六
月
十
五

日
ま
で
制
同
町
教
育
安
員
会
内
郡
俸

係
へ
巾
し
込
む
。

①
朝
日
中
央
農
協
（
朝
日
町
）

マ
第
十
八
田
町
民
庭
球
大
会

男
子
一
部
は

本
村
・
尾
崎
組
に
栄
冠

（
凶
月
二
十
九
円
、
山
市
）

閉山子

一
部

①
本
村
制
関

・
尼
崎
地
制

品川
長
井
琢
雄
・
深
松
正
存
制

明
子
二
部

①
一
斉
藤
俊
統

・
氷
川
俊
火
組

①
土
配
労
一
，
h
・
橋
本
長
次
郎
制

女

子①
辻
久
美
子

・
谷
口
な
ぎ
さ
紺

①
松
原
由
契
子

・
折
谷
博
子
組

会

長

に

鹿

熊

安

正

氏

再

選

日
朝
日
町
体
育
協
会
役
員
日

監間盟 副会
。 号事。会
事長長 長長

鹿
間
安
正
（
山
崎
〉

高

桜

宗

紫

ハ泊
三
区）

消

水

賢

二

（
犬
家
任
）

米

任

倣

雌

（
間
保
）

本
村
朝
男
（
泊
三
区
〉

水
島
近
太
郎
（
椀
）

刷
木
文
次
（
泊
二
区
）

大

森

党

一
（
間
保
）

// 

膏
空
の
下
新
緑
を
求
め
て

一l
元
気
よ
く

－

歩
こ

う

会

L

こ
の
ほ
ど
五
H
晴
の
城
山
で
、
朝
日
町

体
育
協
会
の
主
催
で
歩
乙
う
会
が
開
催
さ

れ、

六
十
名
余
り
の
老
若
男
女

・
児
童
が

容
加
し
、
歩
く
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
に
役
場
前
を
出
発
し

た
一
行
は
、
コ
l

ゑ
の
中
に
あ
ら
か
じ
め

設
定
さ
れ
た
八
箇
所
の
ポ
イ
ン
ト
を
地
図

と
儲
石
を
た
よ
り
に
探
し
当
て
な
が
ら
、

目
的
の
城
山
々
頂
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
1

ス
で
か
き
、
出
国
で
は
お
に
ぎ
り
と
ミ
ソ

汁
に
し
た
づ
っ
み
を
う
ち
、
午
後
出
附
店

内
川
神
社
へ
降
り
散
会
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
歩
こ
う
会
の
人
た
ち
V

マ 朝
社体社口
会育会 H
教指教町
育導育
委委委
員員員

を
委
嘱

大
田
弘
（
学
校
長
会
長
）

坂
口
良
造
（
公
民
館
代
表）

本
村
朝
男
〈
体
育
協
会
代
表
）

尾

崎

法

（
P
T
A
連
絡
協
議
会
長）

水
島
文
子
（
連
合
婦
人
会
長
）

折
谷
時
夫
（
連
合
青
年
団
長
）

利
口
隆
造
〈
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
委
員

長）

川
上
揖

一
〈
学
椋
経
験
者
）

高
林
な
つ
（

h
q

）

水
野
す
な
（

h
q

）

マ
体
育
指
導
委
員

水
島
軍
治
（
境
）

河
内
啓
（
宮
崎
〉

深
川
町
叫
事

（慨
川〉

氷
見
徳
太
郎
（
泊

一
氏）

大

付

誠

（

泊

二
医）

広
田

敬

三

（削
三
区）

t
n
白
修
蔵
（
五
簡
庄
）

上
井

秀

雄

（
間
保
）

弓

野
良
二
（
大
家
庄）

谷

勝

由

（山
崎
）

米

丘
敏
雄
（
南
保
）

広

田

詰

（

大
家
庄
）

河
内
登
（
五
箇
庄
）

大
森
笛
興
（
南
保
）

佐
々
木

一
雄
（
泊

一
区）

新
公
民
館
長
紹
介

朝
臼
町
教
育
設
員
会
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
う
新
公
民
館
長
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た

が
た
を
接
帽
し
ま
し
た
。
（
任
期
四
年
〉

中
央
公
民
館
長

五
簡
庄
公
民
館
長

宮
崎
公
民
館
長

境

公

民

館

長

野
中
公
民
館
長

広
川
親
義
（
新
）

西
国
彦
衛
ハ
再
）

九
里
道
守
（
再
）

水
島
近
太
郎
〈再
）

山
岡
原
嗣
戸
再
〉

下
新
川
郡
体
育
協
会
新
役
員

会

長

鹿
熊
安
止

（
朝
日
町
体
協
長
）

佐

藤

喜

一

（
宇
奈
月
町
体
協
長
）

柚

木

栄

吉

（
入
普
町
体
協
長
）

西
日
成
之
助

（
郡
中
体
連
会
長
）

米

任

敏

雄

（
朝
日
町
体
協
理
事
長
）

副
会
長

理
事
長
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注
意
し
よ
う二

重

納

付
夕

ひ

国
民
年
合
加
入
者
が
会
社
等
に
勤
め
た

と
き
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
、
そ
の
月

分
の
保
険
料
は
、
厚
生
年
金
で
納
め
、

国

民
年
金
で
は
納
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

こ
の
よ
う
な
場
合
に
も
、
国
民
年
金
の

保
険
料
を
続
け
て
納
め
て
い
る
人
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
納
め
す
ぎ
の
分
は
後
で
お

返
し
す
る
と
と
に
な
り
ま
す
が
余
計
な
一
子

数
と
時
聞
が
か
か
り
ま
す
。
納
め
す
ぎ
に

な
ら
な
い
よ
う
注
邸
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
役
場
受
付
へ
、
厚

生
年
金
証
留
ま
た
は
、
他
股
保
険
証
を
も

っ
て
周
り
で
く
だ
さ
い
。

さあ

一
税
務
大
学
生
募
集

．一
税
務
用
刊
の
品
川
併
は
、
悶
の
財
政
を

一け

さ
さ
え
、
・
従
業
、
肝
．・折、

文
仰
の
向

日

上
発
展
や
社
会
補
祉
の
充
実
な
ど
に

ち

直
民
寄
与
す
る
部
引
な
や
り
が
い
の

給

あ
る
仕
事
で
？
。

支

税
務
大
学
校
は
、
と
の
電
製
な
仕

が

事
に
従
事
す
る
職
員
を
養
成
す
る
た

与

め
の
、
国
税
庁
の
研
修
機
関
で
あ
り

お

と

と
で
は
、
一
年
間
に
わ
た
り
、
一

汁

流
大
学
教
授
や
専
任
の
教
官
に
よ
る

r！
専
問
教
育
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

学

い

ま
す
。

在

在
学
中
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て

一

給
与
（
月
額
約
四
万
五
百
円
の
ほ
か

一

年
間
約
四

・
一
カ
月
分
の
朋
末
手
当

等
）
が
支
給
さ
れ
、
教
訓
糾
訟
な
ど
も

； 「住みよい富山県をつくる総合計画」標語 ； 
i 一一懸賞募集一一 ； 
；県では次の要領により「住みよい富山県をつ 4 標語の送り先 i 
l くる総合計闘」 限~mを懸賞募3ねしています。 富山市新総出l輪 1～ 7 富山県企画室 ； 
；ふるってど応拶くださいo 応募者の氏名、住所、臓業、年令、包括i
< 1標語のテーマ 番号を。またグノレープの場合は、代表者i
~ 「す・み・よ・い・と・や・ま・りんJという 8 名を明記してください。 ~ 
文字のいずれか、または全部を頭文字に 5 締切 り ； 

； 使った将来の溜山県の盗針n1いたもの。 昭和48をf:6月20日（当日消印有効） i 
; 2 募集対象 6 採用点数および貸金 l 
; (1) 一般の部〈年令奈問わず誰でもよい） (1) 一般の部
> (2) 背少年グノレープの部（30才未満の万 入選 8点 各 5千円 ; 

! 5人以上が参加したグ／レープ） (2) 青少年グノレープの部 ； 

~ 3 応募方法 特質！点 3万円 ~ 
~ (1）一般の制に応募する場合 入選 3点 各 1万円 ~ 
~ 標語のテーマに掲げた8文字のうち、ど 7 その他 ~ 
) れでも 1文字を顕文字に使った標語を応 (1）応募された作品は、原則としてお返しl
~ 募単位とし、 1人何点応募されてもかま しません。 ~ 
~ いません。 l2) 入選は、 7月上旬新聞紙上で発表しま ；
~ (2）背少年グノレープの部に他界する場合 す。 ~ 
i 全文字を閉した8つの慨を応募の単 (3）審査は、県総合開発審議会の総合委員j
位とします。 ζの場合8つの際語の内容 会が行ないます。
！ が一つのことがらにかたよることなく、 仏） くわしいことは、富山市新総11蜘～d
； 生活環境、産業など広い分野にわたると 富山県企画室 TEL(0764)31-4111 ) 
！ と応募は何点でもかまいません。 内躍 247～249へおたずねください。 ~ 

無
料
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

国
税
庁
で
は
、
川
家
財
政
の
重
要
部
門

で
あ
る
税
務
署
に
勤
務
し
よ
う
と
い
う

気
慨
に
燃
え
た
青
年
が
、
多
欲
一
一
滅
さ
れ

る
と
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
男
子

。
受

付

期

間

七

月

二

O
臼

（
金
）
か

ら
、
八
月
三
日
ま
で

。
第

一
次

試

験

一
O
月
七
日
〈
臼
）

。
問
い
合
わ
せ
先
も
よ
り
の
税
務
署
へ

〔
募
集
要
綱
〕

国
家
公
務
員
採
用
例
級
試
験
（
税
務
）

A
V
受

験

資

格

制

和

二
八
年
凶
月
二
日

か
ら
、
昭
和
一
一
二
年
四
月
一

一
け
ま
で
に

一

⑨
今
月
の
税
金
は

一

町
県
民
税
第
一
期
分
で
す
。
忘
れ

一
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
、

一
l悪
の

芽

は

－

「

｜
早
め
に
摘
み
取
ろ
う
｜
L

ぐ
犯
少
年
に
つ
い
て

－
家
庭
畿
判
所
だ
よ
り
l

ぐ
犯
少
年
と
い
う
の
は
、
保
殺
者
の
正

当
な
監
督
に
服
さ
な
い
と
か
、
正
当
な
郡

白
が
な
い
の
に
家
庭
に
寄
り
つ
か
な
い
と

か
、
い
か
が
わ
し
い
場
所
に
出
入
り
す
る

と
か
、
放
置
す
れ
ば
将
来
罪
を
犯
す
お
そ

れ
の
あ
る
少
年
（
二
O
才
未
満
）
で
、
年

令
で
は
、
一
六
、
七
才
の
少
年
が
殿
も
多

く
、
ち
ょ
う
ど
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
に

か
け
て
の
時
期
は
、
心
身
の
成
長
と
変
佑

が
著
し
く
な
り
、
生
盟
問
、
身
俗
的
の
発

育
は
目
だ
ち
ま
す
が
、
制
仰
耐
の
成
民
と

は
必
ず
し
も
．ハ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
か
た
ち

で
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で
は
あ
η
ま
せ
ん
。

ま
た
、
自
我
意
議
が
強
く
な
っ
て
、

自

分
自
身
に
日
が
向
き
始
め
、
白
仙
の
関
係

に
敏
感
に
な
り
、
劣
等
感
ゃ
、
逆
に
目
己

過
信
の
傾
向
が
強
ま
り
、
情
緒
的
に
不
安

定
で
．
蛸
例
的
に
危
機
の
段
階
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。

ぐ
犯
少
年
の
家
庭
を
み
ま
す
と
、
経
済

的
に
は
思
ま
れ
て
い
て
も
、
家
族
問
の
梢

神
的
な
つ
な
が
り
が
う
す
く
、
親
が
無
関

心
だ
っ
た
り
、
放
任
し
た
り
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
刺
と
し
て
は
、
子

ど
も
の
日
常
生
活
の
行
動
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
心
の
動
き
や
関
心
の
持
ち
万
、
態
度

や
と
と
ば
っ
か
い
、
服
装
、
所
持
品
、
乙

づ
か
い
の
使
い
方
、
交
友
関
係
な
ど
に
い

つ
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
も
し
少
年
の
非
行
化
の
き
ざ
し
を
発

見
し
た
と
き
に
は
、
思
め
に
児
輩
相
談
所

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
、
桜
山
口刷
、
家
庇
裁
判

所
な
ど
に
州
決
し
て
、
思
聞
に
池
川
な
出
川

碍
を
行
な
う
こ
と
が
必
安
で
す
。

昭
和
四
十
八
年
度

一
｜
町
広
報

「
あ
さ
ひ
」

l
il
－

－

編

集

委

員

紹

介

｜

｜

一

委
員
長

（
学
識
経
験
者
）
九
車
道
守

）
間
抑
留
治

副
委
員
長
（

蚕

。

員

〆向、

// 

）
広
川
親一段

〉
清
原
為
芳

// 

f、

，， 

関
係
機
関
代
一
点
委
貝

校

長

会

沢
民
土
日
治

体

斤

協

会

本
村
川
山

連
合
背
年
目

↑
〈
作
定
口
け

連
合
財
人
会

野
附
い
の

円以
業
セ
ン
タ
ー

議
会
事
務
局

勝
山
国

野
村
久
間

教
門
喬

μ会
水

野
力
次

編
集
事
務
担
当
（
総
務
課
）
兵
庫
俊
春

庁
内
各
課
広
報
担
当
員

説企
悶
!U 
政
課

中
村
政

務

諌

長
原

，む

住

上〈

課

中
村
勝
弘

産

j定

5梨、

府
俗

安：

生ll
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付
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身
体
障
害
者
更
生
相
談
会
が

開
か
れ
ま
す

！
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

間和48年 6月 10日
月刊（毎月10日発行〉

身
体
臨
答
者
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
易
保
障
害
者
巡
白
相
談

会
を
七
月
四
日
（
水
）
午
後

一
時
か
ら
三

時
ま
で
朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
ま

す。相
談
内
容
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

相
談
、
m民
生
医
般
の
相
議
、
補
装
H
M
の
交

付
修
理
相
談
、
生
活
史
生
相
談
な
ど
、
齢

出
点
自
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
利
誠
を
受
け
付

け
泊
病
院
披
形
外
糾
医
．
以
獄
紀
郡
先
生
、

県
身
体
的
叫
者
班
生
相
談
所
係
品
、
東
部

社
会
相
祉
政
務
所
係
員
、
補
謹
見
修
川
町
係

口
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
一%
怖
に
ご
利

用
く
．
た
さ
い
。

ひさあ（貯蓄~＆~絹） 第214号(9) 

。
無
理
の
な
い
計
画
を
み・

a
－
夏
山
首
’
故
の
防
止
に
つ
い
て

昨
年
の
夏
山
シ
ー
ズ

ン
に
は
県
下
で
四

九
人
の
遭
難
者
（
う
ち
ル
礼
者
し
ハ
人
）
が
で

て
い
ま
す
。

登
山
は
、
無
到
の
な
い
計
凶
そ
た
て
、

山
岳
気
象
を
よ
く
知
り
、
装
川
を
十
分
担

え
る
こ
と
。

。
登
山
準
備
は
し
っ
か
り

ω行
動
に
余
裕
の
あ
る
計
闘
を

間
Hl
ρ
l

テ
イ
は
、
経
験
剛
院
か
な
リ
l

〆
ー
の
も
と
に
制
成
す
る
。

ω装
備
は、

不
時
に
備
え
防
刊
凡
六
防

水
口
を
併
行
ダ
る
。

ω食
制
は
子
備
良
を
十
分
に

＠
行
動
は
慎
重
に

ω行
動
刊
の
伝
象
を
よ
く
昨
か
め
る

降
雨
、
強
風
下
の
行
動
は
避
け
る

ωコ
ー
ス
は
よ
く
確
か
め
、
ゆ
っ
く

り
し
て
歩
調
を
と
る
。

凶
－Z
演
や
コ
ー
ス
以
外
に
兄
人
ら
な

、、
。

－
V
 
問
危
険
簡
所
の
通
過
は
、

バ
l

テ
イ

臼
利
五
に
協
刀
す
る
。

c．
世
胞
が
な
っ
た
ら

ω身
体
か
ら
金
属
類
を
臨
す
。

ω稜
擦
や
高
所
を
泣
け
、
斜
面
や
凶

地
へ
移
動
す
る
。

ωで
き
る
だ
り
集
団
を
避
り
、
散
開

す
る
。

＠
迎
艇
が
発
生
し
た
ら

ωパ
ー
テ
ィ
全
員
で
協
力
し
、
安
全

地
帯
へ
待
避
す
る
。

ω付
近
の
パ
ー
テ
ィ
に
協
力
を
求
め

る。

山
小
屋
へ
迎

川
以
く
融情
附
派
山
所
、

絡
す
る
。

削
迎
知
者
の
応
急
子
J

を
し
、

保
田
に
注
意
す
る
。

つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
朝
日
町
善
意
銀

行
へ
、
判
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
貨
車

な
普
窓
を
．m託
さ
れ
ま
し
た
J

こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

－
也
千
五
百
円
山

と
く
名

二、
J

J

一

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー

d
A
F

』店
こ

行

「
セ
1
ナ
1
苑
」
の
週
刊
川

こ

蹴

資
金
に

柑瞥

＠
干
しハ
百
円
山

間

九

里

舎
義
一
殿
社
会
制
枇

善

－一

一朝

の
増
進
に

i
と

－
弐
万
円
也

－

根
建
前
殿

L
父
級
建
順

次
さ
ん
の
戸
内
山間
山
地
し
の

．
部
を
社
会
部

刊
の
棚
引
退
に

冗
千
川
山

B
B
S
会
殿

社
会
制
祉
の
地
進
に

通
話
料
金
が
変
わ
り
ま
す

六
月
七
い
か
ら
広
域
間
分
制
が
実
胞
さ

れ
ま
す
。
こ
の
制
院
が
実
施
さ
れ
ま
す
と

次
の
よ
う
に
通
話
料
が
渡
山
氏
に
な
り
ま
す

O

市
内
通
話
と
魚
津
ブ
ロ

ッ
ク
（
魚
津

川
和
、
入
部
、
ア
掠
川
）
へ
の
泊
却
が

一一
一分
ζ
と
七
門
に
な
り
ま
す。

。

怖
政
ブ

υ
ッ
ク
へ
の
通
話
が
八

O
秒

七
日
に
な
り
ま
す
。

隣
接
，
フ
ロ
ッ
ク
と
は
溺
山
、
糸
魚
川

大
町
の
各
プ
ロ
ッ

ク
で
す
。

そ
の
他
の
プ
ロ

γ
7
へ
の
通
話
料
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

住
宅
金
融
公
庫

代
理
貸
付
の
ご
案
内

A
V
抗
陸
銀
行

1

富
山
相
互
銀
行
．

’／，＿＇. 

百＇（1

本
年
陀
の
住
宅
A
m
融
公
艇
の
貸
付
が
、

つ
ぎ
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど

利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

AW

一
般
新
努
資
金

融

資

静

百

八
十
刀
刊
ま
で

利

率

年

五

・
二

%

償
還
期
間
十
八
年
以
内

建
物
の
離
脱
百
三
十
．
訂
以
内

取
般
期
間
五
月
十
四
日
よ
り

六
十
五
才
以
上
の
老
人
と
同
肘
の
万
は

老
人
枠
と
し
て
こ
す
万
円
加
訴
さ
れ
て
二

百
万
円
ま
で
融
資
会
受
り
ら
れ
ま
す
。

－
改
良
資
金

融
資
額
八
十
万
円
ま
で

利

半

年

六

%

償
還
期
間

十
年

取
扱
則
間

五
月
十
七
日
よ
り

く
わ
し
い
こ
と
は
取
故
金
融
機
関

（北

陸
銀
行
川
支
店
、
富
山
相
互
銀
行
泊
支
店

）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

：・・・・長野善光寺平地区・．．．

・…田植労務者募集…．：

l
n介
錯
人
員
女
子

λ
×
U
名

た
だ
し
十
八
l
六
十
才
位
ま

で
の
股
作
業
の
で
き
る
人

Z
就
労
期
間

6
月
日
日
i
7

月
4
日

6
月
百
日

ー
出
発
日

4
待

過

イ
住
込
食
事
付
出
揃
二
、

0
0円

ロ
旅
針
は
胆
用
期
間
満
了
ま

で
働
い
た
人
に
は
紅
白
実

到
で
支
給

ー
巾
込
万
法
品
川
開
公
共
職
業

安
定
所

各
地
区
開店協、

同開

業
転
職
相
談
員
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

F瞳堕霊謹盟富
新しい本がたくさん

入っています

利用しましょう

一宇宙
一

4
6

－P
＝
4
 

！
 

A

～句

お
ば
あ
ち
ゃ
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の
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恵
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笠

井

利

親

熊

野

間

宏

日
本
の
民
俗
（
・
凶
桜
）

石

問
機
略
俊

近
代
日
本
文

学

辞

典

久

間
析
結

一
他

成
老

録

内

野

綾

子

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
刷
物
．ネ
・国

則

正

郎

硯
代
の
文
学

（古
山
高
踏
抜
他
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講
談
社

平

等

に

出

か

れ

た

人
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平

岡
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時

事
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学

館

ぐ

う
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ら
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情
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留

学

宮
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心

父
心
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瀬

広
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三
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と

文

学

と
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岡

昇

平
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嬢
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ん
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一
読
草
柳
大
蔵

思
想
、
地
理
、
人
理

富

士

正

附

ギ
リ
シ
ア
思
想
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素
地

久

保

正

彰
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時
代
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し
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戦
後
大
江
健
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郎
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民
俗
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分
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柴
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喜
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m
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代
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学
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瀬
戸
内
晴
美
他
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講
談
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ぐ
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た

ら
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学

連

勝

間

作
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光
と
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社
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－
境
保
育
所
四
十
六
年
度
、
四
十
七
年

度
準
園
児

一
聞
か
ら
境
保
育
所
へ
ス

テ
ー
ジ
時
一
式

－
境
婦
人
会
か
ら
境
保
育
所
ヘ
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
三
筒

・
宮
崎
保
育
所
四
十
七
年
度
慈
園
児
一

聞
か
ら
宮
崎
保
育
所
へ
万
能
盤
理
ケ

ー
ス一

一個

・
宮
陽
保
育
所
母
の
会
か
ら
宮
崎
保
育

所
ヘ
カ
ラ
l
ボ
l

w
十
個
、
サ
ッ
カ

ー
ポ

1
N
四
個

－
笹
川
保
育
所
母
の
会
か
ら
笹
川
保
育

所
へ
本
立

一一個
、
幼
児
盤
理
酒
一
箇

石
間
ス
ト
ー
ブ
二
台

－
伯
西
村
幸
子
氏
か
ら
泊
東
浦
保
育
所

ヘ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

一
台

・
泊
東
部
保
育
所
四
＋
七
年
度
卒
園
児

一
問
、
泊
東
部
保
育
所
父
母
の
会
か

ら
泊
東
部
保
育
所
へ
幻
灯
機
一
台

－
泊
中
部
保
育
所
四
十
七
年
度
翠
園
児

一
問
、
泊
中
部
保
育
所
父
母
の
会
か

ら
泊
中
部
保
育
所
ヘ
オ
ル
ガ
ン一

台

楽
器
（
タ
ン
バ
リ
ン
グ
他
〉
一
式

－
泊
近
醸
一
雄
氏
か
ら
泊
中
部
保
育
所

ヘ
モ
ノ
プ

ロ
y

ク

一
式

－
道
下
道
周
勇
氏
か
ら
泊
南
部
保
育
所

ヘ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

一
台

・
西
部
保
育
所
四
十
七
年
度
翠
園
児

一

同
か
ら
西
部
保
育
所
へ
室
内
用
滑
り

台
一
台
、
砂
場
セ
ァ
ト
一
式

・
追
分
光
成
、
追
分
市
郎
、
金
井
き
く

え
各
氏
か
ら
西
部
保
育
所
ヘ
ポ
リ
ベ

1
W
二
個

－
伎
町
保
育
所
母
の
会
か
ら
桜
町
保
育

所
へ
マ
マ
ゴ
ト
セ
ッ
ト
三
組

－
南
保
保
育
所
四
十
七
年
度
宰
園
児

一

間
か
ら
南
保
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所
へ
園
児
用
机

一

個
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椅
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六
個

・
南
保
保
育
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か
ら
南
保
保

育
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へ
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＋
七
年
度
卒
園
児
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聞
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木
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本
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か

ら
小
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児
一

同
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ら
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崎
保
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所
へ
柱
時
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個

．
山
崎
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会
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ら
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崎
保
育

所
へ
人
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五
個
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氏
か
ら
山
崎
保
育
所

へ
柱
時
計
二
個

・
大
家
庄
保
育
所
四
＋
七
年
度
卒
園
児

一
同
か
ら
大
家
庄
保
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所
へ
木
製
盤

理
棚
一
台

－
大
家
庄
保
育
所
母
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会
か
ら
大
家
庄

保
育
所
へ
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ヒ
一
一
1
ル
カ
ラ
l

マ
ッ
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二
枚

－
大
家
庄
藤
間
隆
治
氏
か
ら
大
家
庄
保

育
所
へ
楽
器
七
個
、
書
棚
一
台

・
大
家
庄
藤
田
テ
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氏
か
ら
大
家
庄
保

育
所
へ
舟
型
シ
ー
ソ
ー
一
基

－
野
中
保
育
所
四
＋
七
年
度
窓
園
児
一

聞
か
ら
野
中
保
育
附
へ
な
わ
と
び
二

十
組
、
ス
ラ
イ
ド
一

式

．
野
中
保
育
所
僚
の
会
か
ら
野
中
保
育

所
ヘ
カ
ー
テ
ン
一
式

・
藤
塚
西
国
み
つ
え
氏
か
ら
野
中
保
育

所
へ
，
ホ
l
リ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
人
形
二

個

＠
山
崎
小
学
授
へ

・
昭
和
国
十
八
年
三
月
窓
業
生

（
代
表

七
沢
浩
文
君
）
か
ら
卓
球
台
一
台

・
山
崎
小
学
校
後
握
会
（
代
表
水
野
喜

由
民
）
’
か
ら
児
童
図
書
三
十
五
冊

ミ
シ
ン
、
卓
球
台
、
寝
台
各

一
台

＠
大
家
庄
小
学
校
へ

・
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家
庄
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学
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援
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代
表
弓
野

幸
太
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氏
）
か
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勝
写
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ァ

ッ
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田
浩
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